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y i6'号)-15･Lioj争 (S)-♂[iEjLiojXfiXi] 但1,
のように,Oの附く量の変分をとらぬと約束するなら完全微分のような形に書ける｡ 上
式では OnJtlgerの相反定理が成立っていることに注意.相反定理が破れる場合にはまた
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なる変分原理を与える｡上式の体積精分が l∝alptentialであって,変分 され る変数
とされぬ変数 (Oの附いた )との2組を含む.変分原理(24)の Euler-Lagrange 方程式
ec25'
6(1/T)_aley )=0,∂≠ e5)
は附加条件 T-To,pk-FEko,V- Voの下に" 保存則〝 (2)に, C2)の変形に使用 した
(5)のような現象論的関係式を代入 し得られる"運動方程式〝を与える｡ このことは" 運
動方程式〝 の解を直接に変分原理伽)から定められることを意味する｡ 定常状態が存在す
る場合には,それを求めるには∂/∂∠を含む項 を落しておいてよい｡











半 導 体 の 不安 定 現 象
中大理工 黒 沢 達 美
半導体にある程度強い電場をかけると,時として種々の不安定性が発生する｡ その結
果空間的な一様性が破れたり,ある種の発振 (時間的な非一様性 )がおこったりする｡
このような現象は10年ほど前から注意されるようになり,その当時の半導体分科会で
は半日程度もこの種の現象の発表で埋められ盛況を極めた｡その後少くとも日本ではブ
ームが去 り下火になったが,本質的な意味での重要な問題がまだ残されているように思
う ｡
この種の不安定性をひき起す原因としては,大きく分けて 3つある｡ すなわち
(1)いわゆる負性抵抗によるもの｡
(2)超音波 (または phonon)の増巾に起因するもの｡
(3)電子一正孔 プラズマの不安定性によるもの｡
であるが,この研究会では主として(1)の負性抵抗に関連 した不安定性について話 しを
した｡
負性抵抗といわれるものの中でよく知られているのは,電流密度 tTと電場 Eとの間の
関係が図1のようになっている場合で,それぞれ N型負抵抗, S型負抵抗などと呼ばれ
ている:)N型の場合にはElとE2の間で-様な電吸分布の状態が不安定となり,例えば
E3に相当する電圧を試料に加えると,空間電荷が発生し電場 Eh に対応する高電場領
域とElに対応する低電場領域とに分離する｡ すなわち長さlの試料にV-EJの電圧を
加えると,
Ⅴ-‰lb+El(卜 IL)
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